
インストーラ：Docker Install Checker

対応マニュアル：インストールマニュアル

I. Testablish サーバ環境構築手順(管理者作業)

　1. Testablish サーバの構築【Windows10】

　　1.1. DockerInstallChecker で環境をチェックする

コード メッセージ 対処方法

E0000000
ポート：443 が無効になっていませ
ん。受信の規則の設定内容を確認し
てください。

Firewall設定の受信の規則で443(HTTPS)ポートを無効にしてください。

E0000001
ポート：445 が無効になっていませ
ん。受信の規則の設定内容を確認し
てください。

Firewall設定の受信の規則で445(ダイレクト・ホスティングSMBサービ
ス)ポートを無効にしてください。

E0001000
ポリシーに違反するサイトです。イ
ンターネットの接続設定内容を確認
してください。

auth.docker.ioがホワイトリストに登録されているかをご確認ください。

E0001001
インターネットの接続に失敗しまし
た。インターネットの接続設定内容
を確認してください。

インターネットに接続されているかをご確認ください。

E0001010
ポリシーに違反するサイトです。イ
ンターネットの接続設定内容を確認
してください。

download.docker.comがホワイトリストに登録されているかをご確認く
ださい。

E0001011
インターネットの接続に失敗しまし
た。インターネットの接続設定内容
を確認してください。

インターネットに接続されているかをご確認ください。

E0001020
ポリシーに違反するサイトです。イ
ンターネットの接続設定内容を確認
してください。

production.cloudflare.docker.comがホワイトリストに登録されているか
をご確認ください。

E0001021
インターネットの接続に失敗しまし
た。インターネットの接続設定内容
を確認してください。

インターネットに接続されているかをご確認ください。

E0001030
ポリシーに違反するサイトです。イ
ンターネットの接続設定内容を確認
してください。

registry-1.docker.ioがホワイトリストに登録されているかをご確認くださ
い。

E0001031
インターネットの接続に失敗しまし
た。インターネットの接続設定内容
を確認してください。

インターネットに接続されているかをご確認ください。

E0002000

Hyper-V-All が有効になっていませ
ん。

Windows の機能の有効化または無効
化の設定内容を確認してください。

コントロールパネル ＞ プログラムと機能 ＞

　Windowsの機能の有効化または無効化
を開き、 Hyper-V にチェック して有効化してください。


上記の方法で Hyper-V にチェックが入れられない等、うまくいかない場
合は、下記を参照してください。


E0002001 Hyper-V が有効になっていません。

Windows の機能の有効化または無効

付録：エラーコード一覧



[Hyper-Vのインストールがうまくいかない場合]

Hyper-Vのインストールがうまくいかない場合は以下を確認してくださ
い。

BIOSで仮想化機能を利用するかどうかの設定が無効になっている場
合、Hyper-Vがインストールできないことがあります。設定の変更
はご利用のマシンのメーカーにお問い合わせください。


VirtualBoxがインストールされている場合はHyper-Vと共存できない
場合があります。


Windows Updateを行うとHyper-Vが正しく動かない場合があるよう
です。下記を参考に確認してください。

2019年2月13日?KB4487044(OSビルド17763.316)を適用後、Hyper-
Vにサーバー名が表示されなくなった。


Hyper-Vのインストール方法の詳しい情報は以下を参照してくださ
い。

Windows 10 上に Hyper-V をインストールする

化の設定内容を確認してください。

E0002002

Hyper-V-Hypervisor が有効になって
いません。

Windows の機能の有効化または無効
化の設定内容を確認してください。

E0002003

Hyper-V-Services が有効になってい
ません。

Windows の機能の有効化または無効
化の設定内容を確認してください。

E0002004

Hyper-V-Tools-All が有効になってい
ません。

Windows の機能の有効化または無効
化の設定内容を確認してください。

E0002005

Hyper-V-Management-Clients が有
効になっていません。

Windows の機能の有効化または無効
化の設定内容を確認してください。

E0002006

Hyper-V-Management-PowerShell
が有効になっていません。

Windows の機能の有効化または無効
化の設定内容を確認してください。

インストーラ：Testablish Installer

対応マニュアル：インストールマニュアル

I. Testablish サーバ環境構築手順(管理者作業)

　1. Testablish サーバの構築【Windows10】

　2. Testablish サーバの構築【Linux】

コード メッセージ 対処方法

E0103000
指定されたディレクトリが存在しま
せん。

[Code: E0103000]

存在するディレクトリを指定してください。


対応マニュアルの以下の章を参照してください。

　1.3. Testablish サーバをインストールする

　　1.3.2. モジュール指定


E0103001

指定されたディレクトリに
「testablish-pro-vx.x.x.tar」、
「docker-compose.yml」が存在しま
せん。

[Code: E0103001]

「testablish-pro-vx.x.x.tar」、「docker-compose.yml」が存在するディレ
クトリを指定してください。


対応マニュアルの以下の章を参照してください。

　1.3. Testablish サーバをインストールする

　　1.3.2. モジュール指定


E0103002

指定されたディレクトリに
「testablish-pro-vx.x.x.tar」が存在し
ません。

[Code: E0103002]

指定したディレクトリに、リリースバージョンの tar ファイルが存在す
ることが必要です。

まずは、指定したディレクトリに「testablish-pro-vx.x.x.tar」 が存在す
るか確認し、存在する場合は、そのリリースバージョンを確認してくだ
さい。


対応マニュアルの以下の章を参照してください。

　1.3. Testablish サーバをインストールする

　　1.3.2. モジュール指定


E0103003 指定されたディレクトリに「docker-
compose.yml」が存在しません。

[Code: E0103003]

「docker-compose.yml」が存在するディレクトリを指定してください。


対応マニュアルの以下の章を参照してください。


https://social.technet.microsoft.com/Forums/ja-JP/efedc357-247f-4865-a5be-999ed67da398/20192418022637613260858212kb4487044os124991252312489177633161243436969?forum=win10itprogeneralJP
https://docs.microsoft.com/ja-jp/virtualization/hyper-v-on-windows/quick-start/enable-hyper-v


　1.3. Testablish サーバをインストールする

　　1.3.2. モジュール指定


E0105000
エラーが発生しました。
install_error.logをご確認ください。

[Code: E0105000]

Dockerが使用できない状態です。

install_error.log のメッセージ内容を確認してください。

「'docker' は、内部コマンドまたは外部コマンド、

操作可能なプログラムまたはバッチ ファイルとして認識されていませ
ん。」

　⇒ Dockerがインストールされていません。Docker をインストールし
てください。


対応マニュアルの以下の章を参照してください。

　　1.2. Docker の導入


「Error response from daemon: open \\.\pipe\docker_engine_linux: The
system cannot find the file specified.」

　⇒ Docker が停止中です。Docker Desktop にてDockerを起動してくだ
さい。


E0105001
エラーが発生しました。
install_error.logをご確認ください。

[Code: E0105001]

Testablishモジュールのtar, yml ファイルのコピーに失敗しています。

install_error.log のメッセージ内容を確認してください。

「<指定したディレクトリのパス>\* 

　指定されたパスが見つかりません。

　0 個のファイルをコピーしました。」


以下の原因が考えられます。

1. 指定したディレクトリが存在していない場合
　⇒存在するディレクトリを指定してください。


2. 指定したディレクトリに tar と yml が両方存在していない場合

　⇒「testablish-pro-vx.x.x.tar」、「docker-compose.yml」の両方がある
ディレクトリを指定してください。


対応マニュアルの以下の章を参照してください。

　1.3. Testablish サーバをインストールする

　　1.3.2. モジュール指定


E0105002 エラーが発生しました。
install_error.logをご確認ください。

[Code: E0105002]

Docker の Load 時に Dokerへの Appイメージの読み込みに失敗していま
す。

install_error.log のメッセージ内容を確認してください。

「open <指定したインストールディレクトリ
>\testablish\docker\testablish-pro-vx.x.x.tar: The system cannot find the
file specified.」


以下の原因が考えられます。

1. testablish/dockerにtarが存在していない場合

2. Testablishモジュールのリリースバージョンの tarでない場合

　　<指定したインストールディレクトリ>/testablish/dockerに リリース
バージョンの tarファイル を直接配置してください。

　　リリースバージョンのtarファイルをお持ちでない場合は、再度ダウ
ンロードするか弊社までご連絡ください。

　　インストーラの操作中にはファイルの移動や削除を行わないでくだ
さい。


「Error processing tar file(exit status 1): archive/tar: invalid tar header」




　⇒ tarのデータが破損しているようです。再度ダウンロードするか弊社
までご連絡ください。


E0105003
エラーが発生しました。
install_error.logをご確認ください。

[Code: E0105003]

Docker の compose 時のエラーです。

install_error.log のメッセージ内容を確認してください。


「Can't find a suitable configuration file in this directory or any

parent. Are you in the right directory?

Supported filenames: docker-compose.yml, docker-compose.yaml」

　⇒ 1. testablish/dockerにymlファイルが存在していない

　　testablish/dockerにymlファイルを直接配置してください。

　　インストーラの操作中にファイルの移動や削除を行わないでくださ
い。


「Top level object in '.\docker-compose.yml' needs to be an object not
''.」

　⇒ 2. ymlのデータが破損している

　再度ダウンロードするか弊社までご連絡ください。


「Pulling neo4j (neo4j:3.1)...

Get https://registry-1.docker.io/v2/: dial tcp: lookup registry-1.docker.io on
192.168.65.1:53: no such host」

　⇒ 3. インターネットに接続されていません。 
　インターネットに接続してください。

　⇒ 4. Docker Proxyが設定されていません。

　Docker Proxyの設定を行ってください。


　対応マニュアルの以下の章を参照してください。

　　1.2.2 Dockerの設定をする


「・・・（省略）

Host is already in use by another container

・・・（省略）」

　⇒ 5. 同DBサービスのコンテナが既に起動している

　インストーラを使用せずマニュアルの以下の章を参照してバージョン
アップを行ってください。

　2. Testablish サーバの構築【Linux】

　　2.2 Testablishサーバを構築する


※testablish/docker配下でDBサービスのコンテナを作成していない場合
はこのような現象が発生します。


インストーラ：Testablish Task tray Setup
対応マニュアル：インストールマニュアル

　II. Extension(拡張機能)の導入

　IV. 証明書のインストール


コード メッセージ 対処方法

E0200000
E0200000: SSL証明書の生成に失敗
しました

手動で証明書作成し、インポートしてください。


Testablish インストールマニュアルの以下の章を参照してください。

　IV. 証明書のインストール
E0200001

E0200001: SSL証明書のインポート
に失敗しました

E0200003 E0200003: レジストリ書き込み失敗 手動でBHO有効化してください。


Testablish インストールマニュアルの以下の章を参照してください。

E0200004 E0200004: レジストリ書き込み失敗



　II. Extension(拡張機能)の導入

　　1.3.1. Internet Explorer でのアドオン(TestablishBho Class)の有効化


E0200005 E0200005: レジストリ書き込み失敗

手動でWindows Defender SmartScreen有効化してください。


Testablish インストールマニュアルの以下の章を参照してください。

　II. Extension(拡張機能)の導入

　　1.3.2. Internet Explorer での「Windows Defender SmartScreen」設
定


E0200006 E0200006: レジストリ書き込み失敗

手動で互換表示設定の解除をしてください。


Testablish インストールマニュアルの以下の章を参照してください。

　II. Extension(拡張機能)の導入

　　1.3.3. Internet Explorer での互換表示設定の解除


E0200007 E0200007: レジストリ書き込み失敗

手動でセキュリティ設定をしてください。


Testablish インストールマニュアルの以下の章を参照してください。

　II. Extension(拡張機能)の導入

　　1.3.4. Internet Explorer でのセキュリティ設定


E0200008 E0200008: レジストリ書き込み失敗

手動で「拡張保護モードを有効にする」無効化してください。


Testablish インストールマニュアルの以下の章を参照してください。

　II. Extension(拡張機能)の導入

　　1.3.4. Internet Explorer でのセキュリティ設定


E0200009 E0200009: レジストリ書き込み失敗

手動で「拡張保護モードで 64ビットプロセッサを有効にする」無効化し
てください。


Testablish インストールマニュアルの以下の章を参照してください。

　II. Extension(拡張機能)の導入

　　1.3.4. Internet Explorer でのセキュリティ設定


E0200010 E0200010: レジストリ書き込み失敗

手動で「サードパーティ製のブラウザー拡張を有効にする」有効化して
ください。


Testablish インストールマニュアルの以下の章を参照してください。

　II. Extension(拡張機能)の導入

　　1.3.4. Internet Explorer でのセキュリティ設定


E0200011
E0200011: SSL証明書の削除に失敗
しました

手動で証明書を作成してインポートしてください。


Testablish インストールマニュアルの以下の章を参照してください。

　IV. 証明書のインストール


タスクトレイアプリ：
対応マニュアル：インストールマニュアル

　II. Extension(拡張機能)の導入

　　1.1.3. Testablish タスクトレイアプリの設定をする


コード メッセージ 対処方法

E2100000 ProxyTypeが不正です。
「WebExtension」タブの「インターネットプロキシ」の「プロキシなし
／システムプロキシ／手動プロキシ」のいずれかが選択されていること
を確認してください。

E2100001 URLを入力してください。 「データ収集」タブの「URL」を入力してください。

E2100002 正しいURLを入力してください。 「データ収集」タブの「URL」に正しいURLを入力してください。

E2100003 サービス開始に失敗しました。
タスクトレイアプリのサービス開始に失敗しています。

対応については弊社までお問い合わせください。




E2100004 セキュリティ証明書ファイルの作成
プログラムの起動に失敗しました。

セキュリティ証明書ファイル作成プログラムの起動に失敗しています。

対応については弊社までお問い合わせください。


E2100005
セキュリティ証明書ファイルの作成
に失敗しました。

セキュリティ証明書ファイルの作成に失敗しています。

対応については弊社までお問い合わせください。


E2100006 TestablishサーバAPIエラー

タスクトレイアプリのサーバタブに設定しているユーザIDとパスワード
を確認して下さい。

正しく設定しているにもかかわらずエラーが解消しない場合、対応につ
いては弊社までお問い合わせください。


E2100007
IEのプロキシ設定のhttp設定の取得
失敗

IEのプロキシ設定のhttp設定の取得に失敗しています。

対応については弊社までお問い合わせください。


E2100008
想定外のImporterデータを検知しま
した。

想定外のImporterデータを検知しました。

対応については弊社までお問い合わせください。

E2100009
Testablish サーバとの接続に失敗し
ました。

以下を確認してください。

・Testablishサーバが起動されていること。

・「サーバ」タブの「ホスト」と「ポート」が正しく設定されているこ
と。


E2100010
Testablish バック サーバとの接続に
失敗しました。(クライアント)

バックサービスへの接続に失敗しています。

対応については弊社までお問い合わせください。

E2100011 IEの起動に失敗しました。 タスクトレイアプリからのIEの起動に失敗しました。

対応については弊社までお問い合わせください。E2100012 IEの起動に失敗しました。

E2100013
Testablish ローカルプロキシとの接
続に失敗しました。

以下を確認してください。

・Testablishサーバが起動されていること。


E2100014
プロキシポートが設定されていませ
ん。オプション画面をチェックして
ください。

「WebExtension」タブの「インターネットプロキシ」の「インターネッ
トプロキシポート」を入力してください。


E2100015
ユーザ名・パスワードの照合に失敗
しました。

ユーザIDとパスワードに誤りがないか確認してください。


E2100016 トークン認証に失敗しました。 弊社までお問い合わせください。


E2100017
Testablish サーバとの接続に失敗し
ました。

以下を確認してください。

・Testablishサーバが起動されていること。

・「サーバ」タブの「ホスト」と「ポート」が正しく設定されているこ
と。


E2100018
ホスト名またはポート番号が設定さ
れていません。オプション画面をチ
ェックしてください。

「サーバ」タブの「ホスト」と「ポート」を設定してください。


E2100019 下記項目を入力してください。 指定された項目を入力してください。

E2100020
正しいホスト名を入力してくださ
い。

「サーバ」タブの「ホスト」に正しいホスト名を入力してください。

E2100021 正しいURLを入力してください。 「データ収集」タブの「URL」に正しいURLを入力してください。

E2100022
正しいポート番号を入力してくださ
い [0 - 65535]。

「サーバ」タブの「ポート」に正しいポート番号を入力してください。

E2100023 プロジェクトAPIエラー

タスクトレイアプリのサーバタブに設定しているユーザIDとパスワード
を確認して下さい。

正しく設定しているにもかかわらずエラーが解消しない場合、対応につ
いては弊社までお問い合わせください。


E2100024 IEのプロキシ設定のhttps設定の取得 IEのHTTPSのプロキシ設定の取得に失敗しています。




失敗 対応については弊社までお問い合わせください。


E2100025
コンマ(,)を利用してエントリを分け
てください

「WebExtension」タブの「インターネットプロキシ」の「例外アドレ
ス」はコンマを利用してエントリを分けてください。
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